






LTEが実現する新しい応用分野
100Mbpsを上回るスループットと10ms以下のレイテンシが期待される中で、LTEは自宅で現在xDSLやケーブル接続で利
用している内容に匹敵するユーザー体験を加入者に提供します。さらに、LTEは「自宅の内と外」の間の境界を取り除きます。
これは、ホームコンピュータと自宅の外との間でアプリケーションを共有できることを意味します。  

さらに、LTEでは、ビット当たりのコストが低いため、コスト効率が高く、モバイル環境で使用可能な、多くの大容量消費型アプリ
ケーションが出現します。

データ速度が向上した結果、高解像度（HD）ビデオストリーミングがLTEで可能になり、例えば、ユーザーが仕事に行く途中に
ノートPCで最新のヒット作を見ることができるようになります。LTEのアップリンクデータ速度の向上によって「ビデオブロギ
ング」、つまりビデオコンテンツをソーシャルネットワークサイトにアップロードする機能も提供されます。例えば、携帯電話は
ティーンエージャーにとって完璧なツールであり、これを使用してソーシャルプロフィールを定期的に更新し、ライブビデオを
使用して、自分がどこにいて何をしているかを友達に知らせたりします。ソーシャルネットワーキングは、最も急速に増大する
アプリケーションであり、米国と西ヨーロッパでは1,200万以上の利用者が現在モバイルデバイスを使用して、自分のソーシャ
ルネットワークページにアクセスし更新しています3。LTEによって、ユーザーは、ティーンエージャー以上の人たちでも、携帯電
話やLTE機能付きのビデオカメラを使用して、どこからでもリアルタイムで、高品質ビデオのアップロードとダウンロードができ
るようになります。アップリンク上のHDビデオストリーミングはまた、ビジネスユーザーにとって大きな可能性を持っており、
例えば、難しい修理作業のライブビデオを他のチームメンバーに向けて、情報として送信することができます。

LTEによって、事業者は、真にユビキタスなモバイルブロードバンドサービスを提供するプラットフォームを持てるだけでなく、
レガシー技術と比べて非常に改善されたビジネス提案ができるようになります。（表2参照）　LTEは、ビット当たりの低コスト、
より大きな容量、高レベルの柔軟性を実現し、2Gや3Gの無線技術と比べてグローバルなアピールが大きくなっています。

表2：LTEの価値ある提案

表3：LTEが実現する
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LTEがシームレスモビリティを実現
モトローラは、LTEがシームレスモビリティを実現するためのキーとなる技術であると信じています。IPベースの進化型パケット
コアであるLTEコアEPCが、WiFiまたはxDSL、GPONのような固定回線ブロードバンドサービスはもとより、GSM、UMTS、
CDMA/EV-DOなどのすべての3GPPや3GPP2の技術を含む他のアクセス技術への接続とハンドオーバーを可能にします。
そして、IMSレイヤーまたはサービスレイヤーが、サービスのシームレスな継続性をユーザーに提供します。

LTEは、将来を保証するデータ速度を提供
LTEに関して話題にしている帯域幅が本当に必要なのでしょうか。今後2～3年の様々な利用形態（モバイル、ホットスポットで
のラップトップ・ノマディックおよびフェムトセルの住宅）を考える場合、最大の帯域幅のニーズはLTEで実現されますが、
前記の3つの利用形態の場合に、2Gや3Gの無線技術では十分な容量を提供することは困難になるだろうと認識しています。

LTEを利用するユーザーは、すべてのデバイスの同期を継続的に（そして容易に）行うことができるようになります。従って、例え
ば、LTE機能付きのデジタルカメラや携帯電話で撮影したスナップショットを、ホームコンピュータと自動的に同期を取って
バックアップし、IPTVセットトップボックスで見ることができるようになります。もう一つの例としては、会社のデスクトップコン
ピュータで保存したドキュメントを数秒後に、最後に保存したのと同じものを、PDAまたはその他のデバイスで使用できるよう
になります。

リアルタイムのオンラインゲームは今、家庭のPCで人気がありますが、LTE固有の低いレイテンシのおかげで、どこでも楽しむ
事ができるようになります

表4：理論上のピーク時
        データ速度
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表5：LTEの音声コストの
        比較と月当たりGB
        によるTCO

LTEのビジネス提案
非常に大きな帯域効率、より簡単なアーキテクチャ、そして低周波数帯域を再利用できる機能によって、LTEはレガシー技術と
比較して大幅な低コストで音声とデータの両方を提供できる、大きく改良された能力を持っています。

これらの改良が、音声とデータのサービス両方のビット当たりのコストを引き下げています。いくつかのシミュレーションによれ
ば、UMTSでの音声サービスはLTEよりも数倍コスト高になることを実際に示しています。LTEを使用した加入者の月当たりの
GBによる相対的な総所有コスト（TCO）もまた、既存の3.5Gネットワークよりも大幅に改善されます。

LTE-EPCネットワークでは、加入者は引き続き同じアクセスができます。つまり、どのようなタイプまたはレベルの接続を利用
するかを決定する必要がないということです。例えば、空港にWiFiネットワークを設置している事業者は、現在のマクロ受信が
弱くなった場合、顧客の品質に影響を与えることなく、加入者のデバイスをWiFiネットワークにハンドオーバーさせることがで
きます。

加入者は、「フォローミーコンテンツ」とブロードバンド速度の恩恵をどこにいても受けることができるようになります。LTEは、
他のネットワーク技術と相互接続できるため、簡素化され完全にインテグレーションされたサービスのレベルと体験を実現し
ます。自宅の居間で見て録画していたテレビ番組が、あなたのハンドセットにシームレスに転送され、家を出ても、引き続きそれ
を見ることができるようになります。

EPCとIMS/サービスレイヤー内の機能によって、事業者は、すべてのアクセスネットワーク技術（固定回線と無線）を横断して、
同じサービスとアプリケーションを提供することができます。例えば、1つの電話番号と1つのボイスメールでユーザーは、
家庭、モバイル、オフィス（必要であれば）そしてIMアプリケーションを通してアクセスが可能になります。

LTEは完全なエンドツーエンドのQoSを提供し、これによって事業者は、新規の付加価値および最優先のアプリケーションや
サービスを推進することができます。例えば、事業者は、修理の現場で、作業を効率的に実施するために高品質のビデオスト
リーミングに頼っている修理担当者に向けて、サービスレベルを保証したビデオストリーミングアプリケーションを提供するこ
とも可能です。一方、通常のユーザーは、インターネット上で提供されている無料のビデオサービスを利用することができます。
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結論
本ソリューション・ペーパーでは、LTEの推進要因について、消費者がLTEサービスからどのように恩恵を受けるか、LTEが事業
者に革新的なサービスを提供することによって、いかにして事業者がARPUを増大し、競争優位性を獲得するかという長期的
戦略の実現の可能性について考えてきました。

予想されるスループット、レイテンシの目標、簡素化の強化、周波数帯の柔軟性、追加容量およびビット当たりのコスト低減に
よって、LTEは成熟市場および新興成長市場の事業者にビジネスモデルをサポートするための基盤を提供します。そして、コン
テンツの提供と差別化された高品質サービスに特化したサービスであるインターネットビットパイプモデル、すなわちMVNO
ビジネスモデルを柔軟にサポートします。

モトローラのLTEソリューションは、最大300Mbpsの速度でOFDMを2004年に初めて実証したOFDM技術に関するわが社
の広範囲にわたる専門知識、IEEE 802.16e WiMAXでのリーダーシップ、IPアーキテクチャに関する膨大な専門知識および
LTE RAN標準でのリーダーシップを活用しています。LTEのインフラに加えて、ホームとビデオのソリューション、ハンドセット
とCPE、先進的なバックホールソリューション、OFDMモバイルブロードバンドネットワーク展開の実績などのリーダーシップに
よって、モトローラは3GPPと3GPP2のサービスプロバイダの両方、従来のワイヤー回線のサービスプロバイダ、そして新規参
入業者に対して、スムーズな移行パスを提供しながら、強力なLTEのエンドツーエンドのエコシステムを提供していきます。

LTEに関するさらに詳細な情報については、モトローラの担当者にお問い合わせください。

LTEは、周波数に関しても大きな柔軟性を提供します。LTEは1.25MHzから20MHzの範囲の周波数帯で展開するように
規定されました。これは、事業者が既存のGSMまたはCDMAの周波数帯を再構成してLTEを展開でき、さらに、その周波数帯
を、可能な範囲で引き続き拡張できるということを意味します。さらに、LTEは、20MHzの範囲までの周波数帯で展開
できるため、事業者は、新しい周波数帯域で実現される容量を最大限に利用できるようになります。

新しいLTEネットワークは、レガシーの3GPPや3GPP2のネットワークとシームレスに相互接続して、既存のグローバルローミ
ング契約を保持する便利さと、LTEがカバーできない所では、2G/3Gサブレイヤーにハンドオーバーする機能を提供します。
これによって、既存の3GPP/3GPP2ネットワークが存在している場合、LTEを段階的に展開してユビキタスな接続が可能に
なるため、非常にスムーズなアップグレードパスが実現されます。

3GPPのサポートと3GPP技術のマーケットシェアはまた、LTEの迅速なマーケット参入も支援し、インフラとエンドユーザー
デバイスの両方に大幅なスケールメリットをもたらします。

モトローラ独自の内部シミュレーションとビジネスモデリングをベースにしてみると、LTEのもたらす改良が、全体として、LTE
事業者に2Gや3Gの事業者に比べて、市場での大きな優位性を与える可能性があります。事実、このようなLTE事業者はマス
マーケットに魅力的な価格レベルで定額のモバイルブロードバンド料金を提供することが可能になり、NPVを積極的に維持し
ながらモバイルデータトラフィックの拡大をサポートすることができます。
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用語集

ARPU ‒ Average Revenue Per User（ユーザー当たりの平均収益）

CDMA ‒ Code Division Multiple Access（符号分割多重アクセス方式）

EPC ‒ Evolved Packet Core（進化型パケットコア）

FTTx ‒ FTT（Fiber To The：ファイバーツーザ）を示す

GSM ‒ Global System for Mobile Communications（モバイル通信用グローバルシステム）

HSxPA ‒ HSDPA/HSUPA（高速ダウンリンク/高速アップリンクパケットアクセス）

IMS ‒ IP Multimedia System（IPマルチメディアシステム）

IP ‒ Internet Protocol（インターネットプロトコル）

ISP ‒ Internet Service Providers（インターネットサービスプロバイダ）

LTE ‒ Long Term Evolution（長期的な進化・発展）

OFDM ‒ Orthogonal Frequency Division Multiplexing（直交周波数分割多重方式）

QoS ‒ Quality of Service（サービス品質）

SMS ‒ Short Messaging Service（ショートメッセージングサービス）

TCO ‒ Total Cost of Ownership（総所有コスト）

UMB ‒ Ultra Mobile Broadband（ウルトラモバイルブロードバンド）

UMTS ‒ Universal Mobile Transmissions System（ユニバーサルモバイル通信システム）

VoIP ‒ Voice over IP（ボイスオーバー IP）

WiMAX ‒ Worldwide Interoperability for Microwave Access（マイクロウェーブアクセス用の世界的相互運用）

xDSL ‒ DSL（Digital Subscriber Line：デジタル加入者回線）の様々な種類を示す
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